
今から数千年前に作られた土器には
悠久の歴史が込められています。実
際に触れてみると感じる何かがあり
ます。
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物に触れたときに生じる感覚のこと。機械的な刺激の一種である触刺激によって、毛の動きや皮膚、粘膜に生体組織の
動き（変形やゆがみ）が生じたときに起こります。触覚を感じるところを触点といい、体の表面に点状に分布しています。
手指の皮膚の触点は、敏感な口唇と同じくらい密集しているのだそうです。

 

感感感感触触触触やややや重重重重さでさでさでさで知知知知るるるる歴歴歴歴史史史史とととと文化文化文化文化のののの進化進化進化進化 

さわれるさわれるさわれるさわれる展示室展示室展示室展示室（（（（港港港港区区区区立港立港立港立港郷郷郷郷土資料館土資料館土資料館土資料館））））

三田図書館の4階にある港区立港郷土資料館には、全国でも珍しい「さわれる展示室」があります。 
クジラや犬の全身骨格から縄文時代の土器、明治・大正時代の民具までさまざまな展示物に触れられます。 
なかでも室内の真ん中に置かれた大きなミンククジラの全身骨格は圧巻。 
生きているミンククジラは体長約8mとクジラの中では小柄なのですが、1m以上もある頭蓋骨や長く伸びた背骨など、圧倒的
な迫力にびっくりすること間違いなし！ 
大きな体を支えているのは、こんなにも硬くしっかりとした骨なのです。 
ほかにもゾウ・ウシ・ウマなどの頭蓋骨があるので、実物を思い出しながら触れてみてください。

また、縄文、弥生、古墳の各時代の土器を持ち上げてみると、見ているだけよりもそれぞれの時代の特徴がよくわかります。

そして、注目すべきは民具の数々。 
古くは大正時代から、昭和30年頃まで実際に家庭で使っていた道具が揃っています。 
昔の冷蔵庫やミシン、扇風機などは、ずしりと重く、現代のものがいかに軽量化・コンパクト化されてきたかを感じます。 
懐かしさと新たな発見ができる展示室です。 



 

 

 

港港港港区区区区立港立港立港立港郷郷郷郷土資料館土資料館土資料館土資料館

港区芝5-28-4 
港区立三田図書館4F 
TEL 03-3452-4966  
JR田町駅より徒歩5分  
都営地下鉄 三田駅A3出口より徒
歩2分 
開館時間開館時間開館時間開館時間 さわれる展示室：火・
水・金・土12:30～16:30（港郷土資
料館は休館日以外の9:00～
17:00）  
休館日休館日休館日休館日 日・祝日、毎月第3木曜日
（休日の場合は前日） 
入館料入館料入館料入館料 無料 

http://www.lib.city.minato.tokyo.jp/muse/j/index.cgi

 

愛愛愛愛らしさにらしさにらしさにらしさに思思思思わずわずわずわず笑笑笑笑顔顔顔顔 子子子子猫猫猫猫とととと和和和和むひとときをむひとときをむひとときをむひとときを 

Cat Cafe きまぐれねこきまぐれねこきまぐれねこきまぐれねこ

まるで友人の家のようなくつろぎの空間で慌ただしく動き回るのは、生後半年ほ
どの可愛らしい仔猫たち。 
猫と気軽に遊べる「Cat Cafe きまぐれねこ」は昨年11月にリニューアルオープン
した猫カフェです。

アメリカンショートヘアーやロシアンブルーなどのブランド猫から、ミックス猫まで
6匹のスタッフ猫のうち、常時4～5匹がスタンバイ。膝に乗ってくる猫をなでたり、
猫じゃらしで遊んだり、お茶を飲みながらゆったりと楽しむことができます。

オーナーは全国の猫カフェの8割（！）を回ったことがあるという大の猫好きなの
で、気軽に飼い猫の相談にも乗ってくれます。 
猫好きの人だけではなく、住宅事情で猫を飼うことができない人や、お昼休みに
やってくるOLやサラリーマンも多いとか。 
ふわふわの仔猫をなでていると不思議とリラックスした気分になり、ついつい長
居してしまいそうに。 
約束事項を厳守して、猫と一緒に気持ちよい時間を過ごしてください。

 

Cat Cafe きまぐれねこきまぐれねこきまぐれねこきまぐれねこ



 

 

港区赤坂2-13-14福富ビル5F  
TEL 03-3583-2856 
東京メトロ 赤坂駅2番出口より徒歩2分／ 溜池山王駅10番出口より徒歩3分 
開館時間開館時間開館時間開館時間 12:00～19:00（変動する場合あり）  
休館日休館日休館日休館日 不定休 
入館料入館料入館料入館料 1時間1200円（ワンドリンクオーダー制）、以降10分ごとに200円 
http://www.kimagure-neko.com

 

美容美容美容美容にごにごにごにご利益利益利益利益？？？？ 白白白白いおいおいおいお地地地地蔵蔵蔵蔵さんさんさんさん 

おおおお化粧地化粧地化粧地化粧地蔵蔵蔵蔵（（（（玉鳳寺玉鳳寺玉鳳寺玉鳳寺））））

幽霊坂と呼ばれる細く急な坂を上ると、地蔵堂の中に真っ白なお地蔵さんが見
えてきます。よく見てみると、お地蔵さんには白粉がたっぷり塗られているので
す。

世にも珍しいこの「お化粧地蔵」は、江戸時代初期頃、当時八丁堀にあった玉鳳
寺の住職によって土の中から発見されました。 
あちこち破損した地蔵尊のいたわしさとありがたさに、住職が修復のための白粉
を塗ってお参りしたところ、たちまち美しい地蔵の姿によみがえり、さらに住職の
顔にあったあざが消えたそう。 
その後、訪れる人々は自分の体の病気がある箇所に白粉を塗って祈願するよう
になったといいます。

今では健康祈願だけでなく、美容・美肌にご利益があると信じられ、多くの女性
参拝客が訪れる場所になりました。 
お参りのしかたは、賽銭箱の近くにおいてあるベビーパウダーを、直接お地蔵さ
んに触れるようにはたいて祈願。 
何百年もの間、人々を見守ってきた「お化粧地蔵」に美と健康を願ってみてはい
かがでしょうか。

 

玉鳳寺玉鳳寺玉鳳寺玉鳳寺

港区三田4-11-19  
TEL 03-3451-7214 
東京メトロ 白金高輪駅2番出口より徒歩5分



次回は「嗅覚」を刺激するスポットをご紹介。香りを 意識すると世界はもっと楽しくなる?! お楽しみに。

取材協力／港区立港郷土資料館、Cat Cafe きまぐれねこ、玉鳳寺
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(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp
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